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　6月の定例会において、一般質問を行いました。
　質問内容は、障がい者の一般企業への就労支援・在宅
での就業支援、発達障がいへの早期発見、1歳 6ヶ月検診
でのM-CHAT 導入の要望、その他、放課後の子どもの居
場所づくりについて、一般質問を行い、市長・保健福祉局
長などから答弁をもらいました。

6月定例会活動報告

(1) 市内企業の法定雇用率達成に向けての支援について
【質問の要旨】
市内の法定雇用率を達成できていない企業に対して、達成に向けた支援を行っていくべきだと考えま
すが、市の見解を伺います。
【答弁の要旨】
障害者雇用を進めるためには企業に対する支援と障害者に対する個別の支援が必要だと考え、企業
向けの啓発を実施するなどの施策とあわせ、障害者雇用の促進に向けて取り組んでいく。

(2) 共同受注窓口を活用した在宅就業支援について
【質問の要旨】
職場までの通勤が困難な障害者に対して、特に在宅での仕事が可能なテレワークを活用した共同受
注窓口施策を講じて、障害者の就業拡大に努めていくことについて伺います。
【答弁の要旨】
埼玉県セルプセンター協議会を初めとした支援団体や、市内の障害福祉サービス事業所から意見を
伺ったり、在宅就業支援に対する他自治体の先進事例の調査をしていく。 

(1) 総務省勧告を踏まえた、さいたま市での発達障がいの早期発見について
【質問の要旨】
乳幼児健診と就学時健診は発達障害の早期発見、早期療育に十分留意されて行われているのか、国
からの勧告を受けて本市の取り組み状況について伺います。
【答弁の要旨】
現在医師会の御協力を得ながら、乳幼児健康診査の健診票の見直しを進めているところであり、総
務省勧告を踏まえ、発達障害の早期発見、早期療育にも重点を置いた検討を進めてまいる。

１．障害者就業支援について

２．発達障害の 早期発見、早期療育に向けた乳幼児健診と就学時健診について

質問をするさいとう健一議員



大宮区と岩槻区の「ジョブスポット」で、障害のある方への就労の斡旋窓口が新たに設置！

皆様のご意見・ご要望をお気軽にお聞かせください。
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(2) １歳児半乳幼児健診へのＭ－ＣＨＡＴ（エムチャット）導入について
【質問の要旨】
発達障がいへの早期発見を怠った場合、特性においては、環境適応が困難になり、
一番苦しんでいるのは親よりも子供たち本人である。発達障害の早期発見、そして
早期療育を進める施策として、さいたま市においても１歳半児健診に M-CHAT 導入
を行うべきだと考えますが、市の見解を伺います。
【答弁の要旨】
自閉症スペクトラム障害の評価指標として有効とされる M-CHAT１歳６カ月児健康
診査に取り入れることは意義あることと考えている。
１歳６カ月健康診査の中で M-CHAT 質問項目を参考にしながら、健診票の見直し及び事後フォロー
体制の再構築に向けて検討していく。

３ 放課後子供の居場所づくりについて、放課後子ども総合プランの活用について
【質問の要旨】
子育て世代が安心して子育てしながら働き続けられる保育環境の整備について。
待機児童解消にもつながる放課後子ども総合プランの活用推進について、今後の放
課後子供の居場所づくりについてはどのような考えを持って取り組んでいくのか、市
の見解を伺います。 
【答弁の要旨】
教育委員会と連携し、学校内への放課後児童クラブの整備に積極的に取り組んでまいる。また放課後
児童クラブの入室児童が放課後チャレンジスクールに参加できるよう、両事業の連携をより一層強化
し、引き続き子供が安全安心に過ごすことができる放課後の居場所づくりを推進する。

昨年の一般質問の要望が実現しました！！！


